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○○○○○○を
なおしています

平成○年○月○日まで

時 間 帯 21:00 ～ 6:00

施工者 ○○○○建設株式会社
電話 ○○-○○○○-○○○○

舗 装 修 繕 工 事
発注者 国土交通省○○地方整備局

□□□□事務所○○出張所
電話 ○○-○○○○-○○○○

ご迷惑をおかけします

１． 概要 

 

（１）はじめに  

沿道住民・道路利用者へ、わかりやすく漏れのない工事情報を提供するとともに、「路

上工事の必要性」や「路上工事対策への取組み」をアピールし、路上工事に対する理解

促進により不満軽減を図ることを目的としています。 

路上工事のチラシを作成する際には、各々の地域特性や現場状況を踏まえて臨機応変

に活用して下さい。 

 

（２）チラシ作成ナビのポイント その１  

 

【一目で路上工事のお知らせと分かるデザインの推奨】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）チラシ作成ナビのポイント その２  

 

【基本記載項目による「チラシ作成イメージ」を参考にすることを推奨】 
 

 これまでは、各事業者・各施工業者が独自に工事周知チラシを作成していました。 

そのため、チラシを読む沿道住民等の立場になってみれば、毎回、バラツキのある記

載項目や異なるレイアウトのチラシを読むこととなっていました。 

そこで、「基本記載項目」及び「工事周知チラシ作成イメージ」を設定し、工事周知チ

ラシの読みやすさ向上を図ります。 

 

★７つの「基本記載項目」 ⇒情報のバラツキと提供漏れの防止 

（１） 標題・挨拶文 

（２） 場所、日時に関する情報 

（３） 工事により生じる影響情報 

（４） 問合せ先・連絡先 

（５） 当該工事における影響を低減するための対応（工夫） 

（６） 当該事業、工事の必要性 

（７） 路上工事対策の PR 

文字を大きく表現 工事看板とおなじ表現とし 
工事現場との整合を図る

多様なインフラ整備の一部であることを 
ピクトグラムにより表現 
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★「チラシ作成イメージ」 

⇒各事業者、各施工業者が「工事周知チラシ作成イメージ」を参考にチラシ作成を

することで、チラシレイアウトの統一化を図ります。 

⇒各記載項目の見出しは、先頭に◆印をつけ上下に線を入れる。 

（下イメージ図を参照）  

 

    【表面イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【裏面イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成○○年 4 月 20 日（火）と平成○○年 4 月 22 日（木）２日間 

平成○○年 4 月 19 日（月）～平成○○年 4 月 23 日（金） 

18 19 20 21 22 23 24
日 月 火 水 木 金 土

○○○○ ４ APRIL

◆工事の目的や効果などについて

★東京都道路工事調整協議会からのお知らせ★

◆工事に対する工夫・改善について

本工事で、より安全でおいしいお水をお届けします！

東京都水道局では、より安全でおいしいお水を都民の皆様のお宅までお届けするために破損による漏水の恐
れや濁り水の原因となる古くて強度の低い水道管を、強度、耐震性に優れた水道管（耐震継手管）に更新します。

工事の騒音対策に取り組み、皆様への影響について低減に努めます！

この工事では道路を掘り返す作業が必要となり、道路の下に埋まっている水道施設などのコンク

リート物を壊す音等が発生し、ご迷惑をお掛けする場合もございます。

皆様への影響を少しでも低減させる工夫として、防音シートを活用し騒音等の低減を図ります。

裏 面

東京23区内における路上工事時間を､各月で比較したグラフです。

年末年始･年度末の時期は工事時間が少なくなっています。

※路上工事時間は、国道と都道での路上工事時間を集計したものです。

東京23区内における路上工事時間の年間推移を示したグラフです。

平成14年度と比較し､平成27年度は約26％縮減しています。

※路上工事時間は、国道と都道での路上工事時間を集計したものです。
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（４）チラシ作成ナビのポイント その３  

 

【路上工事対策を PR する情報の掲載】 
 

戸別に配布される工事周知チラシの空きスペースを活用し、関係機関が連携して取組

んでいる「路上工事対策への取組（縮減・改善）」の情報提供を行うことで、社会資本整

備に伴う路上工事への理解促進と不満低減を図ります。 

                                

＜取組ＰＲの例＞ 

 

★路上工事の必要性をアピール 

★路上工事対策、縮減・改善効果に

ついて説明 

 ⇒路上工事に関する理解の向上、

不満の解消 

★取組 PR 情報のパーツ化 

 ⇒空スペースの有効活用 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「路上工事のチラシ作成ナビ」活用イメージ 
 

★「路上工事のチラシ作成ナビ」の活用イメージを、次ページにとりまとめましたの

で、参考にして下さい。 

 

★事前に工事情報を提供していることを示すために、工事周知チラシに配布日をいれ

ることも考えられます。 

 

★チラシの配布範囲は、工事による影響（通行止めなど）が及ぶエリアを想定し、で

きるかぎり広範囲に配布することを推奨します。 

 

★工事現場にも工事周知チラシを用意し、通行人が自由に入手できるようにすること

で、チラシを配布した沿道住民以外の通行人へも情報提供ができます。 

また、工事現場で問い合わせを受けた際に、チラシを使って工事概要等の説明をす

ることができます。 
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◆工事の目的や効果などについて

★東京都道路工事調整協議会からのお知らせ★

◆工事に対する工夫・改善について

本工事で、より安全でおいしいお水をお届けします！

東京都水道局では、より安全でおいしいお水を都民の皆様のお宅までお届けするために破損による漏水の恐
れや濁り水の原因となる古くて強度の低い水道管を、強度、耐震性に優れた水道管（耐震継手管）に更新します。

工事の騒音対策に取り組み、皆様への影響について低減に努めます！

この工事では道路を掘り返す作業が必要となり、道路の下に埋まっている水道施設などのコンク

リート物を壊す音等が発生し、ご迷惑をお掛けする場合もございます。

皆様への影響を少しでも低減させる工夫として、防音シートを活用し騒音等の低減を図ります。

裏 面

東京23区内における路上工事時間を､各月で比較したグラフです。

年末年始･年度末の時期は工事時間が少なくなっています。

※路上工事時間は、国道と都道での路上工事時間を集計したものです。

東京23区内における路上工事時間の年間推移を示したグラフです。

平成14年度と比較し､平成27年度は約26％縮減しています。

※路上工事時間は、国道と都道での路上工事時間を集計したものです。
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（１）—１ピクトグラム・標題 

路上工事の工種をピクトグラムで示し、該当する事業を○で囲む。また、標

題は、可能な限り大きく・路上工事看板と同じく簡潔に標示する。これにより、

ひと目で工事のチラシであることをアピールします。 

（１）—２挨拶文 

挨拶および工事の目的や工事による影響をわかりやすく丁寧に示し、沿道住

民に工事への理解と協力をお願いします。 

（２）場所・日時 

箇所、日時は非常に重要な情報です。 

いつ又はいつごろ、どの場所で行われるのか、

見やすく・分かり易くし、一般住民がより確実に

認識できる工夫を行うなどの配慮が必要です。 
 

※「通り名」「交差点名」など併記 

※日時などは、カレンダーの活用も推奨 

（３）—１影響（箇所・迂回路案内） 
「通行止め」を行う場合など、箇所と合わせて迂

回路等も併せて記載します。 

地図は、工事規模や迂回等のルート・範囲を分り

やすくするため、拡大や注釈の併記などに心掛けま

す。 

（３）—２影響 

工事によりどの様な影響を受けるかは、最も必要とする情報です。 

沿道住民、道路利用者に及ぶ影響を具体的に記載してください。 

「いつ,いつまで」「だれに」「どの様な影響があるか」等 

（４）問合せ先・連絡先 
沿道住民が安心して問い合わせや相談できるように、工事実施者、

工事発注者（工事主体）の連絡先番号、担当者名を明確に記載します。

メールアドレスの併記することも考えられます。 

（７）路上工事対策のPR 
空きスペース等を活用し、道路管理者や各占用企業者等が実

施している路上工事対策のPRについて、“トピック的なお知ら

せ”として掲載します。 

 

（６）当該事業、工事の必要性（目的・効果＝事業説明） 

工事の目的や工事による効果を、分りやすく記載します。 

事業説明資料や、事業PRチラシを活用も推奨 

 

（５）当該工事における影響を低減するための対応（工夫） 

道路利用者や周辺環境等への影響を軽減する取組みを記載します。 

 例： 騒音＝防音シート、ハンドクラッシャ活用 

     振動＝振動軽減舗装、建設機械の稼動時間の抑制 等 

平成○○年 4 月 19 日（月）～平成○○年 4 月 23 日（金）  

平成○○年 4 月 20 日（火）と平成○○年 4 月 22 日（木）２日間 

18 19 20 21 22 23 24
日 月 火 水 木 金 土

○○○○ ４ APRIL
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２．路上工事のチラシ作成ナビ 

（１）標題・挨拶文 

● これまでの掲載例 
 

工事のお知らせ 

工事についてのお願い 
 

● 考え方 

標題は、沿道住民等が最初に目にする項目です。 

工事周知チラシは手渡しだけでなく、ポスト投函により配布することも踏まえると、その他の多

種多様な目的で配布されるチラシに埋もれてしまい、読んで頂けないこともあります。 

 

①：多様なインフラ整備に伴う路上工事の一部であることが伝わる表現 

②：工事看板と連携し、どの様な工事か端的に表現 

 

● 標題の掲載イメージ 

「路上工事を周知するチラシ」であることを、統一ピクトグラムを活用して表現します。 

また、多様なインフラ設備の整備にともなって路上工事を実施しており、当該工事が、その内

の“○○事業”であることを表現するため、該当する事業ピクトグラムを○で囲みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、タイトルには路上工事看板と同様に、工事目的と工事内容を簡潔に記載します。 

 

    例： 

 

 

 

 

 

 

水道工事のお知らせ 

水道管の取替え工事のお知らせ 
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● 企業イメージシンボル併記 

多様なインフラ整備を示すピクトグラムの他に、「どの企業が行う工事」であるかを視覚的にア

ピールするため、各企業がもつシンボル・イメージ等を併記することも考えられます。 

［シンボル・イメージの例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 挨拶文（＋概要）の掲載イメージ 

各事業は、社会資本の整備であり公共の利益のための事業であります。しかし、その整備を

する際の路上工事は、沿道住民等への影響を及ぼします。 

路上工事は、『事業の必要性へのご理解』と、『沿道住民への騒音や道路利用者の迂回など

の影響へのご協力』を得て進めていくことが必要です。 

挨拶文の内容は、「①日頃からのご理解ご協力への感謝」＋「②工事の内容」＋「③影響内

容」＋「④今回の工事へのご理解・ご協力を依頼」を基本とし、沿道住民・道路利用者への配慮

を前提に工事を行う姿勢を示す掲載に努めることを推奨します。 

 

 

日々、○○事業にご理解・ご協力を頂き、厚くお礼申し上げます。 

 

老朽した○○管を撤去し、耐震性能がある管路に取替える工事を実施 

するにあたり、ご連絡申し上げます。 

 

工事の際は、道路の掘削などに伴う音が発生するとともに、通行止めに 

よる迂回が生じますが、防音シートにより囲うなどの騒音対策を実施する 

とともに、迂回路を記載したチラシを配布するなどの迂回案内を行います。 

 

何卒、ご理解ご協力のほど、宜しくお願い致します。 

なお、ご家族の皆様にも本工事についてお伝え下さいます様お願い致 

します。 

①感謝文 

②工事内容 

③影響内容 

④理解協力依頼 
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（２）場所、日時に関する情報 

◆ 工事場所に関する情報 

● これまでの掲載例 
 

文字のみによる工事場所を記載する場合 

工事場所：○○区○○一丁目一番地先～ ○○区○○一丁目一番地先 

 
地図による工事場所を記載する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 考え方 

工事場所は、路上工事により生じる影響を受ける範囲（近所なのか、通行経路上なのか）を確

認するため、必要不可欠な情報です。 

一般的に、工事周知チラシへ本情報は必ず記載されていますが、利用者の立場にたった地

図の縮尺等を考慮して下さい。 

さらに、「通行止め」の交通規制を行う場合など、箇所と合わせて可能な限り迂回路も併記し、

路上工事により生じる影響の回避を促します。 

 

①：場所の特定を行うため、地先名は明確に記載 

②：地図などと組み合わせた表示にて、一般住民等へ分かりやすく記載 

 

● 工事場所の掲載イメージ 

記載例－１ 

工事箇所の、「地先名」については、路上工事区間（工区）の起終点地先名を記載。 

なお、地元住民の馴染みのある、「通り名」「交差点名」なども併記することが、わかりやす

さ向上に繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

工事箇所：○○区○○一丁目一番地先～ ○○区○○一丁目一番地先 

       （区道 ■１２号 ○○○通り） 

工事箇所：○○区○○一丁目一番地先（○○○交差点） 
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記載例－２ 

直接地図上に場所を明示し、旗揚げと併せて記載することにより、ひと目で認識しやすく

します。 

なお、使用する地図は、実際の現地状況と相違する場合もありますので、その場合は、注

釈などにより補足すると、より配慮した情報提供となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例－３ 

迂回路の工事箇所と迂回路を併記した例 

 なお、幹線道路など交通量の多い路線での路上工事における迂回路の設定では、より広

域な迂回路地図が必要となるので、別途、迂回路図を用意する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事箇所：○○区○○一丁目一番地先～ ○○区○○一丁目一番地先 

     （区道 ■１２号 ○○○通り） 

工事箇所：○○区○○一丁目一番地先 

～ ○○区○○一丁目一番地先 

路上工事による通行止め 
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◆ 日時に関する情報 

● これまでの掲載例 

 

工事期間、作業時間を記載する場合 

工事期間：平成２３年４月１日～４月３０日 

作業時間：９時～１８時 

 

長期に渡る工期を記載する場合 

予定工期：平成２３年４月～平成２４年１月 

 

● 考え方 

日時に関する情報は、路上工事により生じる影響を受ける工事期間や時間帯などを判断する

ため、必要不可欠な情報です。 

そこで、路上工事実施期間、作業実施時間帯（昼間、夜間表示なども含め）を記載し、路上

工事により生じる影響の予測、回避行動を取りやすくする必要があると考えます。 

 

①：路上工事実施期間、作業実施時間帯を記載 

②：カレンダーイメージで、より分かりやすく表現 

 

● 日時の掲載イメージ 

 

記載例－１ 

期間、作業時刻に加えて、交通規制等を伴う時間帯などを記載し、「いつ」「いつまで」路

上工事を行うのか明確に記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事期間：平成２３年４月１日～４月３０日 

作業時間：９時～１８時（毎日） 

通行規制：１０：００～１７：００（片側交互通行） 

工事期間：平成２３年４月１日～平成２４年１月３０日 

作業時間：９：００～１８：００（毎日） 

通行規制：下記の日時にて通行止めを行います。 

平成２３年４月１８日（月）～平成２３年４月２２日（金） 

１０：００～１７：００（毎日） 
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記載例－２ 

記載例―１と同様ですが、カレンダー等の視覚的に分かり易い表現を用いた記載例。 

なお、路上工事期間が複数日ある場合は、上記 記載例―１）との併用も考えられます。 

 

 

 1 日の例 

 

 

 

 

 

 

 

 1 週間の例 

 

 

 

 

 

 

 

 半月の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 ４ APRIL

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

工事開始

工事終了

3029

6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 24時 2時 4時 6時6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 24時 2時 4時 6時

平成23年４月１日（金） 平成23年４月２日
（土）

工事期間

交通規制日

2011 ４ APRIL

10 11 12 13 14 15 16

日 月 火 水 木 金 土
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（３）工事により生じる影響情報 

● これまでの掲載例 
 

ガス工事周知チラシで、項目立てなく記載する場合 

●お車の方は・・・・・・・・・・・・・・・・・ 通れます 

●歩行者・自転車の方は・・・・・・・・ 通れます 

★ガスは通常通り、ご利用になれます。 

 

電話工事周知チラシで、工事内容欄に併記する場合 

工事内容：埋設物の移設工事 

※お宅様の電話は通常通り使用できます。 
 

水道工事周知チラシで、日時欄に併記する場合 

予定工期：平成２３年４月～平成２４年１月（工事一時休止含む） 

この内、○○道通行止めを伴う作業期間 

平成２３年４月１７日～平成２３年６月２９日 

平成２３年１０月下旬～平成２３年１２月下旬（予定） 

 

挨拶文内に掲載する場合 

・・・・・・・ 

工事に当りましては、お宅様の前に作業機械を設置し、発電機などを使用しますの

で騒音の発生、その他いろいろとご迷惑をおかけいたしますが、騒音の発生を最小限

に止め、早期完成に努力致しますのでしばらくの間、ご協力いただきますよう心からお

願い申し上げます。 

 

迂回路図を掲載する場合 

 

● 考え方 

心構えがないまま影響を受けた場合（特に、事前に影響情報を把握していれば避けられたで

あろう場合）、路上工事への強い不満が募り、苦情に繋がることもあります。 

そこで、工事周知チラシに、単に「工事を行います。」でなく、工事によって受ける影響をより具

体的に示すことで、影響への心構えや回避をすることができ、不満や苦情の低減に繋がります。 

 

    ①：影響程度を具体に記載 

 

●、★等を活用した箇条

書きスタイル 

赤字で影響を示すスタ

イル 
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● 工事により生じる影響の掲載イメージ 
 

記載例－１ 

路上工事により沿道住民等が受ける影響の程度を具体的に記載（通行止め例） 

 

 

 

 

 

 

 

※特に周知したい事項などには、「色文字」「太字」「アンダーライン」等の強調表示を行う。 

 

記載例－２ 

路上工事により沿道住民等が受ける影響の程度を具体的に記載（騒音例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※特に周知したい事項などには、「線による囲み」等の強調表示を行う。 
 

記載例－３ ＜迂回路の掲載イメージ＞ 

迂回路が必要な場合、個々の工事にて作成される迂回路案内図を活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●路上工事期間中のお願い 

 工事期間中、以下の作業期間にて「通行止め」を実施します。 

   平成２３年■月▲日～平成２３年■月▲日 

   ９：００～１７：００（作業期間中毎日） 

 ・車両の通行は行えません。 

 ・歩行者の方は通行が可能です。 

●路上工事期間中のお願い 

 工事期間中、施工機械、発電機等による騒音など、ご迷惑をおかけいたし

ますが、騒音の発生を最小限に抑えながら施工したいと考えております。ご

協力をよろしくお願い申し上げます。 
 
 ・ガス・電話は、通常通りにご使用いただけます。 

 ・作業中、車両・歩行者の通行することが出来ます。 

工事箇所：○○区○○１丁目１番地先～

○○区○○１丁目１番地先

路上工事による通行止め
迂回路案内

工事箇所：○○区○○１丁目１番地先～

○○区○○１丁目１番地先

路上工事による通行止め
迂回路案内
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（４）問合せ先・連絡先 

● これまでの掲載例 
 

施工者連絡先を記載する場合 

施工者：○○○建設（株） ○○○支店  

連絡先 ０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

担当  工事太郎、工事次郎 

 

電話番号を強調掲載する場合 

施工者：○○○工業（株） ○○○営業所  

担当  工事三郎、工事四郎 

連絡先 ０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 
 

 

● 考え方 

問合せ先・連絡先は、工事に関する意見や相談をするために、必要不可欠な情報です。 

一般的に、路上工事周知チラシに本情報は必ず記載されていますが、全体の文字と一律な

大きさや、小さいフォントではわかりにくい表示となっているケースも見受けられます。 

また、担当者が不在などの場合に連絡がとれず、更なる強い不満に発展することもありますの

で、携帯電話等への転送機能をつけたり、事業主体となる発注者の連絡先番号、担当者名を

併せて記載したりするなど、常に工事関係者に繋がる状況としておく必要があります。 

 

問合せ先・連絡先の記載は以下を推奨します。 

ａ）施工者・会社名 

事業主体である発注者名 

工事を実施する施工業者名（受注者名） 

ｂ）連絡・問い合わせ先電話番号 

事業主体（発注者）の担当者と連絡が行える電話番号 

直接現場の指揮・監督を実施する施工業者の担当者と連絡が行える電話番号 

ｃ）担当者名 

事業主体（発注者）の担当部署、担当者名 

直接現場の指揮・監督を実施する施工業者の担当者名（現場代理人） 
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● 問い合わせ先・連絡先の掲載イメージ 

 

記載例－１ 

通常の記載例 

もっとも標準的な記載例。事業主体者、工事施工者の双方の連絡先を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例－２ 

連絡先番号を強調表示した記載例 

例１の記載例と同じであるが、連絡先の電話番号を強調することにより、工事に関する

ご意見やご質問が生じた際に、連絡しやすい印象となります。 

工事に対する理解度の向上には、沿道住民とのコミュニケーションが重要な要素の一

つであり、工事へのご理解に繋がると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業者：●●●●（株）  ●●支店 （事業に関するお問い合わせ） 

     連絡先 ０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

     担当  東京一朗 

 施工者：○○建設（株） ○○支店 （工事内容に関するお問い合わせ） 

     連絡先 ０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

     担当  工事太郎 

 事業者：●●●●（株）  ●●支店 

     担当  東京一朗 

  連絡先 ０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

 

 施工者：○○○建設（株） ○○○支店 

     担当  工事太郎、工事次郎 

  連絡先 ０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 
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（５）当該工事による影響を低減するための対応（工夫） 

● これまでの掲載例 
 

例１ 

挨拶文中 

・・・・・・・ 

工事に当たっては、ご迷惑を最小限にとどめるよう細心の注意を払いますが、道路の

掘削、舗装作業による騒音・振動や、通行にご不便をお掛けする場合もございますので、

何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 
 

例２ 

挨拶文中 

・・・・・・・ 

工事に当りましては、お宅様の前で作業機械を設置し、発電機などを使用しますので

騒音の発生、その他いろいろとご迷惑をおかけいたしますが、しばらくの間、ご協力いた

だきますよう心からお願い申し上げます。 
 

 

● 考え方 

これまでの、工事における影響を低減するための対応は挨拶文などにて、「ご迷惑をお掛けし

ますが、ご協力を・・・」といった表現のものが多く、「影響を低減するための工夫」はあまり記載さ

れていない状況です。 

影響に対する低減の工夫を明確に示すことにより、誠意や配慮が伝わりやすくなり、路上工事

にて受ける影響からの不満低減に繋がっていくと考えます。 

よって、路上工事周知チラシ等の空きスペース、又は、別紙に同種工事の影響低減の工夫例

を示し、一般住民の不満低減・理解向上を図ってください。 

 

①：工事により生じる影響情報と併せ、影響低減の取組み記載 

②：影響を低減する工夫を、写真やイメージ等を活用して記載することも有効 
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● 当該工事における影響を低減するための対応情報の掲載イメージ 

当該工事で生じる影響と併せ、低減対策の実例を記載し、沿道住民・道路利用者への影響

低減に取り組む姿勢を示すことで、路上工事への理解度向上、不満の低減解消を図ります。 

 

記載例-１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例－２ 

 その他の対応例 

                  

                 

               

             

             

             

             

             

 

 

 

工事の騒音対策に取り組み、皆様への影響について低減に努めます。 

 

【夜間の騒音を施工機械の工夫】 

本路上工事は、道路の掘削作業を昼夜実施します。 

道路の掘削に伴い、コンクリートの破砕、発電機、施工機械のエンジン音などの騒

音が発生することが想定されます。 

 

騒音対応として、コンクリートの破砕において、昼間・夜間それぞれで施工機械を

変えて作業を行い、夜間の騒音低減を行います。また、特に音の出る作業を昼に行

うなど、夜間の騒音低減に努めます。 

 

ニブラによる昼間の施工 ハンドクラッシャによる施工 防音シートの設置 

昼間の作業 夜間の作業 

日々の作業終了後、清掃を実施し、

地域美化に努めます。 

わかりやすい誘導を心がけます。

週間工程表を配布し、 

詳細な工事情報の提供に

努めます。 
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（６）当該事業、工事の必要性 

● これまでの掲載例 
 

例１ 

事業パンフ・リーフなどを提示、又は、特に記載なし 

 

例２ 

事業説明看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

● 考え方 

一般的に、いままでの工事周知チラシでは、「水道工事をします」、「電話工事をします」など

の簡易的な工事説明を記載するなどに留まり、事業や工事の必要性に関する説明は、大規模

な事業や工事を除き、あまり記載されていない状況でした。 

「何の事業による工事なのか」、「当該工事の必要性」を明示することにより、路上工事の必要

性・重要性の認識を高め、路上工事による影響への不満低減などに繋がると考えます。 

   例）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電線類を地中化する工事です。地中化することにより、次の効果

があります。 

①電線がなくなり、景観が向上します。 

②電柱がなくなり、歩道の実幅員が広がります。 

③地震に強い（電柱電線の倒壊は大きな被害になります） 

④地中化によるセキュリティの高い情報基盤が整備されます。 

電線類を地中化する工事 
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● 当該工事の必要性の掲載イメージ 

 

記載例－１ 

挨拶文等に必要性などを盛り込んだ記載例 

その路上工事が、何のために行うのか完結にまとめ掲載し、その工事の必要性をアピ

ールします。（文字ベース、水道工事例） 

 

 

 

 

 

 

記載例－２ 

事業説明看板記載内容を活用し、路上工事周知チラシ等と合わせた情報提供 

事業説明看板の記載内

容を活用し、その路上工事

の 必 要 性 を ア ピ ー ル し ま

す。 

または、その内容をその

まま紙面に印刷し、路上工

事周知チラシとあわせて配

布します。 

 

 

 

 

 

記載例－３ 

 

事業広報誌の記載内容を

活用し、その路上工事の必要

性をアピールします。 

または、広報誌を路上工事

周知チラシとあわせて配布し

ます。 

 

 

 

 

 

東京都水道局では震災時における断水被害を最小限にとどめ、可能な限り

給水を確保するために、耐震継手管への取替計画を前倒しして、震災対策

を強化していきます。 

（水道管路の耐震継手化緊急１０ヵ年事業：東京都水道局） 
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（７）路上工事対策の PR 

● これまでの掲載例 
 

例１ 

新聞広告                              ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

フリーペーパー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 考え方 

これまで、東京都道路工事調整協議会が中心となって、路上工事縮減・改善の施策など路

上工事に関する様々な取組みについて、多様なメディアを通し広報活動を行ってきました。 

しかしながら、依然として、「路上工事がなぜ必要なのか」、「年末年始、年度末は工事が多

い」など、路上工事に対して多くの不満が寄せられています。 

そこで、工事周知チラシの空きスペースを活用し、沿道住民や道路利用者へ、路上工事縮

減・改善の取組みについてアピールし、路上工事に関する理解向上、不満低減を図ります。 

 

①：路上工事の必要性をアピール 

②：路上工事縮減・改善の取組みをアピール 

②：簡潔に、路上工事縮減・改善の取組み内容を記載 
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● 東京 23 区路上工事対策の PR の掲載 

   工事周知チラシにＰＲパーツを挿入し、路上工事対策をＰＲします。 

ＰＲパーツ①（Ａ４サイズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＰＲパーツ②（Ａ５サイズ）       ＰＲパーツ③（Ａ６サイズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

時
間
（
千
時
間
）

平成１４年度
平成２７年度

55.9 53.6

63.2
66.9

60.1 61.5

79.6
78.7

53.1

73.2

87.4

43.2

69.0 72.2
76.1

86.2
80.6

88.9

108.7
117.4

75.7

92.2

100.4

86.2

30
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

東京23区内における路上工事時間を､各月で比較したグラフです。

年末年始･年度末の時期は工事時間が少なくなっています。

※路上工事時間は、国道と都道での路上工事時間を集計したものです。

東京23区内における路上工事時間の年間推移を示したグラフです。

平成14年度と比較し､平成27年度は約26％縮減しています。

※路上工事時間は、国道と都道での路上工事時間を集計したものです。
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３．「路上工事のチラシ作成ナビ」の活用事例 

● 事例① 橋梁の耐震化工事 

「工 

事周 
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シ作成ノウハウ」のポイント 

● 事例② 歩道復旧工事 

１．「工事周知チラシ作成ノウハウ」のポイント 

工 事 周

知チラシ作 
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● 事例③ 電線共同溝工事 
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● 事例④ 舗装修繕工事 
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● 事例⑤ 橋面舗装工事 

 

 

 

 


